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熱中症とは、高温多湿な環境の中で体温調節が
うまくできなくなり、体内に熱がたまることで起こる健
康障害の総称である。

症状は、めまいや立ちくらみといった軽いものから、
頭痛や吐き気、意識障害など命に関わる重篤なも
のまでさまざまである。消防庁の調査によると、令和
7年5月から9月までの熱中症による救急搬送者数
は全国で10万人を超え、調査開始以来最多を記録
した。

熱中症は誰にでも起こりうるため、その仕組みや
予防方法を理解しておくことが重要である。

1年次に初級パラスポーツ指導員の資格を取得し、
有資格者として車椅子マラソン等のボランティアに
参加している。
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汗をかく力がつき、体温の上昇を抑えられる。

暑さに慣れる「暑熱順化」が進み、体温上昇を抑え

やすくなる。

心肺機能が向上し、全身に酸素や栄養がいき渡り

やすくなる。
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気分がすっきりし、ぐっすり眠れるようになり、心と

体の健康につながる。
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消防庁の調査によると、令和7年5月から9月まで
の熱中症による救急搬送者数は全国で10万人超え
となり、調査開始以来最多を記録した。

また、熱中症の発生場所では「住居」が最も多く、
さらに高齢者の搬送者数は全体の約57％にのぼる
ことが報告されている。

熱中症は誰にでも起こりうる身近な健康障害であ
り、重症化すると入院や命に関わる危険もある。こ
れから本格的な夏を迎えるにあたり、熱中症の仕組
みや予防方法について理解を深めておくことが重要
である。

発汗機能が改善し、体内の水分や塩分を効率よく

調節できるようになる。

私たちの体は、体温が上昇すると汗をかいたり皮

膚の血管を広げたりして、体内の熱を外へ逃がして
いる。しかし、高温多湿な環境では汗が蒸発しにくく
なり、体温調節がうまく働かなくなる。また、大量の発
汗によって水分や塩分が失われると血液循環が悪く
なり、さらに熱が体内にたまりやすくなる。

その結果、体温が異常に上昇し、熱中症が引き起こ
される。

運動を安全に続けることは、熱中症予防だけでなく、
健康な体づくりにもつながります。理学療法士は、一人
ひとりの体の状態に合わせて、運動や生活習慣のアド
バイスを行う専門職です。

本校では、体の仕組みや健康について学び、地域の
健康を支える理学療法士を育成しています。

R8年度 体育祭


	スライド 1

